
0809 2023.7

◉

◉
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２
０
５
０
年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
の
実
現
に
向
け
、二
酸
化
炭

素
排
出
量
削
減
に
取
り
組
む「
脱

炭
素
チ
ャ
レ
ン
ジ
」を
実
施
し
ま

す
。家
庭
で
で
き
る
脱
炭
素
に
つ

な
が
る
行
動
や
取
り
組
み
を
７
〜

９
月
の
期
間
で
実
践
し
、電
気
・
ガ

ス
・
水
道
使
用
量
の
前
年
比
較
、エ

コ
活
動
の
実
績
を
報
告
し
て
く
だ

さ
い
。報
告
者
の
中
か
ら
、抽
選
で

　

市
は
、令
和
６
年
４
月
以
降
に

進
学
・
進
級
す
る
希
望
者
に
、奨
学

金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

■

国
内
の
高
等
学
校
、高
等

専
門
学
校
、専
修
学
校（
高
等
課
程

お
よ
び
専
門
課
程
に
限
る
）、短
期

大
学
、大
学（
大
学
院
を
除
く
）

表
の
通
り

正
規
の
修
業
期
間
内

▼
市
内
に
在
住（
過

去
在
住
も
含
む
）し
、生
計
の
基
礎

が
市
内
に
あ
り
、心
身
と
も
に
健

康
な
人
▼
最
終
学
年
の
直
近
の
成

績
が
学
年
評
定
３
・
５
以
上
、ま
た

は
成
績
順
位
が
上
位
50
㌫
以
内
の

人
▼
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が

困
難
な
人

１
人

■

大
学
、正
看
護
師
の
資
格

が
取
得
で
き
る
学
校

50
万
円
以
内

▼
医
学
部
、獣
医
学

部
な
ど
＝
６
年
以
内
▼
そ
れ
以
外

＝
４
年
以
内

市
内
に
在
住（
過
去

在
住
も
含
む
）し
、生
計
の
基
礎
が

市
内
に
あ
り
、学
資
の
支
払
い
が

困
難
な
人

１
人

■

予
算
の
範
囲
内

７
月
３
日（
月
）〜
９

月
１
日（
金
）

※
重
複
応
募
は
で
き
ま
せ
ん

奨
学
生
選
考
委
員
会

で
審
査
し
、教
育
委
員
会
で
決
定

※
応
募
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ

さ
い

教
育

委
員
会
教
育
部
教
育
総
務
課（
総

務
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
７
０

　

市
は
、食
料
品
価
格
な
ど
の
物

価
高
騰
に
よ
る
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、子
育
て
世
帯
、非
課
税
世
帯

な
ど
に
対
し
、給
付
金
を
支
給
し

ま
す
。

◉

３
月
31
日
時
点
で
、

18
歳
未
満（
障
が
い
児
は
20
歳
未

満
）の
児
童
が
い
る
子
育
て
世
帯

を「
ひ
と
り
親
世
帯
」、「
ひ
と
り
親

世
帯
以
外
」に
分
け
て
支
給
。そ
れ

ぞ
れ
に
支
給
要
件
が
あ
り
ま
す

※
重
複
し
て
の
給
付
は
受
け
ら
れ

ま
せ
ん

児
童
１
人
当
た
り
一
律

５
万
円

申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、必
要
書
類
を
添
付

し
、総
合
支
所
窓
口
へ
提
出

令
和
６
年
２
月
29
日

（
木
）

福
祉
事
務
所
子
育

て
支
援
課（
児
童
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
６
２

◉

➊
住
民
税
非
課
税
世

帯
＝
世
帯
全
員
の
令
和
５
年
度
住

民
税
が
非
課
税
の
世
帯（
課
税
さ

れ
て
い
る
人
の
扶
養
親
族
か
ら
な

る
世
帯
は
除
く
）
➋
家
計
急
変
世

帯
＝
予
期
せ
ず
家
計
が
急
変
し
➊

と
同
様
の
事
情
に
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
世
帯

１
世
帯
当
た
り
３
万
円

住
民
税
非
課
税
世
帯

に
は
確
認
書
を
郵
送
し
ま
す
。１

月
２
日
以
降
の
転
入
者
が
い
る
住

民
税
非
課
税
世
帯
や
家
計
急
変
世

帯
は
、総
合
支
所
窓
口
ま
た
は
郵

送
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い

➊
住
民
税
非
課
税
世

帯
＝
９
月
29
日（
金
）➋
家
計
急
変

世
帯
＝
令
和
６
年
１
月
31
日（
水
）

▼
市
価
格
高
騰
支

援
給
付
金
専
用
電
話

☎
０
１
２
０（
１
０
０
）４
７
６

▼
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課（
福

祉
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

　

市
は
、食
育
推
進
計
画
に
基
づ

い
て
食
育
に
関
す
る
施
策
を
推
進

し
て
い
ま
す
。市
民
協
働
で
食
育

を
推
進
し
て
い
く
た
め
、食
育
推

進
会
議
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

２
人

➊
市
内
在
住
の
20
歳
以

上
の
人
➋
市
食
育
推
進
計
画
に
関

す
る
施
策
の
実
施
、推
進
に
関
心

の
あ
る
人
➌
市
職
員
お
よ
び
議
会

議
員
で
な
い
人

８
月
１
日
か
ら
２
年
間

郵
送
、フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
、電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
持
参
に

よ
り
必
要
書
類
を
提
出

➊
作
文
＝「
あ
な
た

が
考
え
る
登
米
市
の
豊
か
な
人

材
・
食
材
を
活
か
し
た
食
育
活
動
」

に
つ
い
て
４
０
０
〜
８
０
０
字
程

度
に
ま
と
め
て
く
だ
さ
い

➋
申
込
書（
住
所
、氏
名
、電
話
番

号
、性
別
、生
年
月
日
、職
業
、勤
務

先
、応
募
し
た
理
由
を
記
載
）

※
申
込
書
は
、各
総
合
支
所
と
健

康
推
進
課
に
備
え
付
け
て
い
る

他
、任
意
の
様
式
で
も
可

記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

郵
送
、電
子
メ
ー
ル
、

各
総
合
支
所
へ
提
出

※
報
告
用
紙
は
各
総
合
支
所
と
環

境
課
に
備
え
付
け
て
い
る
他
、市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

10
月
31
日（
火
）市

民

生
活
部
環
境
課（
環
境
政
策
係
）

〒
９
８
７
―
０
４
４
６
／
南
方
町

新
高
石
浦
１
３
０

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
３

死kankyo@
city.tom

e.m
iyagi.

jp※
提
出
さ
れ
た
応
募
書
類
は
返
却

で
き
ま
せ
ん

７
月
10
日（
月
）

登
米
市
食
育
推
進
会

議
委
員
公
募
委
員
選
考
委
員
会
に

お
い
て
候
補
者
を
選
考
し
、市
長

が
委
嘱
し
ま
す

市
民

生
活
部
健
康
推
進
課（
地
域
保
健

係
）

〒
９
８
７
―
０
４
４
６
／
南
方
町

新
高
石
浦
１
３
０ 　

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

０
２
２
０（
５
８
）３
３
４
５   

死kenkosuisin@
city.tom

e.
m
iyagi.jp

　市の公共交通には、市民バス、住民バス、デマンド型乗
合タクシーがあります。公共交通を持続可能なものとす
るため、多くの皆さんの利用をお願いします。
■
　１回の乗車運賃100円で市内を運行しています。また、
運転免許証を自主返納した人には、１年間無料で市民バ
スを利用できる「あしがるくん」を交付している他、障が
いがある人は、障害者手帳を提示することで運賃が無料
になります。
■ 　　　　　　　　
　スクールバスの空いた時間を活用して、主に市民バス
が運行していない旧町域内を移動する地域内交通とし
て、無料で運行しています。
■
　自宅から登録施設まで乗合タクシーで移動するサービ

■

スで、地域内交通として令和２年度から迫町森、東和町米
川、東和町錦織、中田町浅水の４地区でコミュニティ組織
が運営主体となり運行しています。
◉
　日頃バスを利用しない人に、市民バスを身近に感じて
もらうため、「無料お試し乗車券」を発行します。登米市市
民バス全線で利用でき、本券１枚につき１乗車１人限り
無料で乗車できます。利用の際は、裏面のアンケートに記
入をお願いします。

まちづくり推進部市民協働課（地域づくり
推進係）　☎ 0220（22）2173

◉

◉
◉

◉

◉
◉


